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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイパネル、粘着剤層及び表面処理層を含み、下記数学式１で計算される反射
率ＲＣが１０％以下であり、
　前記粘着剤層及び前記表面処理層は、前記ディスプレイパネルの視認側に順に提供され
ており、
　前記粘着剤層は、粘着性樹脂と吸光物質を含み、
　前記表面処理層の５５０ｎｍ波長の光に対しての反射率ＲＳは、０．５％ないし２％で
あるディスプレイ装置。
【数１】
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　数学式１において、ＲＳは、５５０ｎｍ波長の光に対しての表面処理層の反射率（％）
であり、ＲＰは、５５０ｎｍ波長の光に対してのディスプレイパネルの反射率（％）であ
り、Ｔは、５５０ｎｍ波長の光に粘着剤層と表面処理層の総透過率（％）である。
【請求項２】
　下記数学式２を満足する請求項１に記載のディスプレイ装置。
【数２】

　数学式２において、ＲＭは、前記粘着剤層及び表面処理層を備えた前記ディスプレイパ
ネルの５５０ｎｍ波長の光に対して測定された反射率（％）であり、ＲＣは、数学式１で
計算される反射率ＲＣである。
【請求項３】
　前記ディスプレイパネルは、自発光ディスプレイパネルまたは非自発光ディスプレイパ
ネルを含む請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項４】
　ディスプレイパネルの反射率ＲＰは、５％ないし２０％である請求項１に記載のディス
プレイ装置。
【請求項５】
　ディスプレイパネルは、薄膜トランジスター及びゲートラインとデータラインを含む配
線部を含んだ非画素領域上に反射防止層を備える請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項６】
　反射防止層は、Ｃｕ、Ａｌ、Ｍｏ、Ｔｉ、Ａｇ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ａｕ、Ｃｒ及びＣｏから
なる群から選択される１または２以上の金属に由来する金属酸化物、金属窒化物または金
属酸窒化物を含む請求項５に記載のディスプレイ装置。
【請求項７】
　反射防止層の厚さは、１０ｎｍないし１００ｎｍである請求項５に記載のディスプレイ
装置。
【請求項８】
　粘着剤層と表面処理層の総透過率Ｔは、３０％ないし８０％である請求項１に記載のデ
ィスプレイ装置。
【請求項９】
　前記吸光物質は、染料または顔料を含む請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項１０】
　粘着性樹脂は、スチレン系樹脂またはエラストマー、ポリオレフィン系樹脂またはエラ
ストマー、ポリオキシアルキレン系樹脂またはエラストマー、ポリエステル系樹脂または
エラストマー、ポリ塩化ビニル系樹脂またはエラストマー、ポリカーボネート系樹脂また
はエラストマー、ポリフェニレンスルファイド系樹脂またはエラストマー、炭化水素の混
合物、ポリアミド系樹脂またはエラストマー、アクリレート系樹脂またはエラストマー、
エポキシ系樹脂またはエラストマー、シリコーン系樹脂またはエラストマー、フッ素系樹
脂またはエラストマー、またはこれらの混合物を含む請求項９に記載のディスプレイ装置
。
【請求項１１】
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　染料または顔料は、最大吸収波長帯が互いに異なる３種以上の染料または顔料の混合物
であり、４００ｎｍないし７００ｎｍの波長で粘着剤層と表面処理層の総透過率の標準偏
差が５以下である請求項９に記載のディスプレイ装置。
【請求項１２】
　粘着剤層は、粘着性樹脂１００重量部に対して染料または顔料を０．１ないし３重量部
で含む請求項９に記載のディスプレイ装置。
【請求項１３】
　粘着剤層は、帯電防止剤をさらに含む請求項９に記載のディスプレイ装置。
【請求項１４】
　表面処理層は、反射防止層またはグレア防止層を含む請求項１に記載のディスプレイ装
置。
【請求項１５】
　表面処理層は、５５０ｎｍ波長に対しての屈折率が１．２ないし１．４である低屈折率
層を含む請求項１に記載のディスプレイ装置。
【請求項１６】
　低屈折率層は、中空シリカを含有した光硬化型アクリレートとフッ素系アクリレートを
含む請求項１５に記載のディスプレイ装置。
【請求項１７】
　表面処理層は、低屈折率層の一面に提供されるハードコーティング層をさらに含む請求
項１５に記載のディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、ディスプレイ装置に関する。
【０００２】
　本出願は、２０１６年３月８日付韓国特許出願第１０－２０１６－００２７５９５号に
基づく優先権の利益を主張し、当該韓国特許出願の文献に開示されたすべての内容は、本
明細書の一部として含まれる。
【背景技術】
【０００３】
　有機電界発光素子（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ　Ｄｅ
ｖｉｃｅ、ＯＬＥＤ）は、自発光表示装置であってバックライトを必要としないため、軽
量化、薄型化が可能である長所がある。
【０００４】
　しかし、ＯＬＥＤパネルは、メタル配線または電極によって、外光による反射が起きて
明暗比が大きく減少する短所がある。
【０００５】
　特許文献１（特開２０１４－１８６３５１号公報）には、外光の反射による明暗比の減
少を防止するために、円偏光板をＯＬＥＤパネルに付着する技術が開示されている。特許
文献１によると、外部から入射された外部光は、円偏光板を介して入射され、入射された
外部光は、金属からなる第２電極によって反射してその偏光方向が変わることになる。し
たがって、入射された外部光は、円偏光板を透過できなくなって外部に出ることができず
、消滅干渉を起こす。これによって、外部光が反射されることを遮断することにより、明
暗比を向上させる。
【０００６】
　しかし、円偏光板を使用する場合、ディスプレイの輝度が５０％以下に大きく減少する
問題がある。それだけではなく、ディスプレイ装置が徐々に曲げることができるか（Ｂｅ
ｎｄａｂｌｅ）または折ることができる（Ｆｏｌｄａｂｌｅ）フレキシブル（Ｆｌｅｘｉ
ｂｌｅ）ディスプレイ装置に進化することによって、曲げることと折れることによる円偏
光板の曲率が大きい部位で現われる性能低下の理由で、円偏光板をＯＬＥＤパネルに付着
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１４－１８６３５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本出願が解決しようとする課題は、外光の反射を減少して明暗比を改善したディスプレ
イ装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本出願は、前記課題を解決するためのディスプレイ装置に関するものである。前記ディ
スプレイ装置は、ディスプレイパネル、粘着剤層及び表面処理層を含み得る。図１は、デ
ィスプレイパネル１０１、粘着剤層１０２及び表面処理層１０３を順に含むディスプレイ
装置を例示的に示す。
【００１０】
　一つの例において、ディスプレイ装置は、下記数学式１で計算される反射率ＲＣが１０
％以下であり得る。これらのディスプレイ装置は、外光の反射を減少して明暗比を改善し
得る。
【００１１】

【数１】

【００１２】
　数学式１において、ＲＳは、５５０ｎｍ波長の光に対しての表面処理層の反射率（％）
であり、ＲＰは、５５０ｎｍ波長の光に対してのディスプレイパネルの反射率（％）であ
り、Ｔは、５５０ｎｍ波長の光に粘着剤層と表面処理層の総透過率（％）である。
【００１３】
　より具体的には、前記ディスプレイ装置は、前記数学式１で計算される反射率ＲＣが１
０％以下、９％以下、８％以下または７％以下であり得る。
【００１４】
　一つの例において、前記ディスプレイ装置は、下記数学式２を満足し得る。
【００１５】
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【数２】

【００１６】
　数学式２において、ＲＭは、前記粘着剤層及び表面処理層を備えた前記ディスプレイパ
ネルの５５０ｎｍ波長の光に対して測定された反射率であり、ＲＣは、数学式１で計算さ
れる反射率ＲＣである。前記反射率ＲＭは、前記ディスプレイ装置の表面処理層側で測定
された反射率を意味し得る。
【００１７】
　数学式１で計算される反射率ＲＣは、反射率の測定値ＲＭに対して約３％以内の偏差を
有し得る。したがって、前記ディスプレイ装置で、数学式１で計算される反射率ＲＣを低
く設計する場合、実際に測定される反射率ＲＭを下げることができる。
【００１８】
　すなわち、本出願は、実測反射率を下げるための表面処理層の反射率と、ディスプレイ
パネルの反射率と、粘着剤層及び表面処理層の総透過率との関係を 数学式１のように提
供し得、数学式１で計算される反射率ＲＣを調節してディスプレイパネルの外光の反射率
を減少させ得る。
【００１９】
　前記ディスプレイパネルは、自発光ディスプレイパネルまたは非自発光ディスプレイパ
ネルを含み得る。自発光ディスプレイパネルには、例えば、バックライトを必要としない
ＯＬＥＤパネルなどが例示され得、非自発光ディスプレイパネルには、例えば、バックラ
イトを必要とするＬＣＤパネルなどが例示され得る。本出願の一実施例によると、前記デ
ィスプレイパネルには、ＯＬＥＤパネルを使用することができるが、これに制限されるも
のではない。
【００２０】
　前記ディスプレイパネルには、低反射パネルを使用することができる。一つの例におい
て、前記ディスプレイパネルの反射率ＲＰは、５％ないし２０％であり得る。
【００２１】
　前記ディスプレイパネルは、反射防止層を備え得る。前記反射防止層は、ディスプレイ
装置の発光面層に備えられ得る。また、前記反射防止層は、薄膜トランジスターと、ゲー
トライン及びデータラインとを含む配線部を含んだ非画素領域上に備えられ得る。このよ
うな反射防止層は、非画素領域に備えられる薄膜トランジスター及びゲートラインとデー
タラインを含む配線部の配線電極表面の光の反射を防止する役割ができる。前記反射防止
層に外部光が入射する場合、前記反射防止層の表面で反射する１次反射光が存在し、反射
防止層を通過して下部の配線部で反射する２次反射光が存在する。前記反射防止層の厚さ
は、１０ｎｍないし１００ｎｍに調節されることができる。反射防止層の厚さが前記範囲
である場合、前記１次反射光と前記２次反射光の消滅干渉を通じて光反射率を下げること
に効果的であり、これらのディスプレイパネルは、前記反射率ＲＰを具現するのに有利で
ある。
【００２２】
　前記反射防止層は、例えば、Ｃｕ、Ａｌ、Ｍｏ、Ｔｉ、Ａｇ、Ｎｉ、Ｍｎ、Ａｕ、Ｃｒ
及びＣｏからなる群から選択される１または２以上の金属に由来する金属酸化物、金属窒
化物または金属酸窒化物を含み得る。
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【００２３】
　前記粘着剤層及び表面処理層は、ディスプレイパネルの視認側に順に提供され得る。し
たがって、前記ディスプレイ装置は、視認側に外光が反射する問題点を解決し得る。前記
ディスプレイパネルは、ディスプレイパネルの上面に粘着剤層及び表面処理層を順に積層
することにより形成され得る。
【００２４】
　前記粘着剤層と表面処理層の総透過率Ｔは、３０％ないし８０％であり得る。前記総透
過率Ｔは、より具体的に、４０％ないし７０％または５０％ないし６０％であり得る。前
記総透過率Ｔが前記範囲内である場合、外光による反射率を効果的に減少させ得る。前記
総透過率は、粘着剤層と表面処理層を一緒に備えた状態で、例えば、前記粘着剤層と表面
処理層を合紙した状態で、測定された約５５０ｎｍ波長の光に対しての透過率を意味し得
る。また、前記総透過率は、前記合紙された粘着剤層と表面処理層の中で、表面処理層に
光が先に入射するようにして測定された透過率の値を意味し得る。
【００２５】
　前記粘着剤層は、粘着性樹脂と吸光物質を含み得る。前記吸光物質は、染料または顔料
を含み得る。粘着性樹脂としては、例えば、スチレン系樹脂またはエラストマー、ポリオ
レフィン系樹脂またはエラストマー、ポリオキシアルキレン系樹脂またはエラストマー、
ポリエステル系樹脂またはエラストマー、ポリ塩化ビニル系樹脂またはエラストマー、ポ
リカーボネート系樹脂またはエラストマー、ポリフェニレンスルファイド系樹脂またはエ
ラストマー、炭化水素の混合物、ポリアミド系樹脂またはエラストマー、アクリレート系
樹脂またはエラストマー、エポキシ系樹脂またはエラストマー、シリコーン系樹脂または
エラストマー、フッ素系樹脂またはエラストマー、またはこれらの混合物などの粘着性樹
脂を使用することができる。
【００２６】
　染料または顔料は、最大吸収波長帯が互いに異なる３種以上の染料または顔料の混合物
であり得る。一つの例として、染料または顔料は、最大吸収波長帯がそれぞれＲ（Ｒｅｄ
）領域、Ｇ（Ｇｒｅｅｎ）領域及びＢ（Ｂｌｕｅ）領域に相当する３種以上の染料または
顔料の混合物であり得る。しかし、染料または顔料の種類が前記に制限されるものではな
く、可視光領域でフラットな透過度スペクトルを示すように適切に調節されることができ
る。例えば、染料または顔料は、最大吸収波長帯がそれぞれＲ（Ｒｅｄ）領域、Ｇ（Ｇｒ
ｅｅｎ）領域、Ｙ（Ｙｅｌｌｏｗ）領域及びＶ（Ｖｉｏｌｅｔ）領域である染料または顔
料の混合物であり得る。前述したように前記染料または顔料の混合物は、全体的に安定し
たフラットな透過度スペクトルを示すことができる。一つの例として、前記染料または顔
料の混合物は、４００ｎｍないし７００ｎｍの波長で粘着剤層と表面処理層の総透過率の
標準偏差が５以下である透過度スペクトルを示すことができる。前記総透過率は、粘着剤
層と表面処理層を一緒に備えた状態で測定された４００ｎｍないし７００ｎｍの波長に対
しての平均透過率を意味し得る。前記標準偏差は、前記平均透過率に対しての４００ｎｍ
ないし７００ｎｍの波長帯の偏差を意味し得る。
【００２７】
　粘着剤層は、粘着性樹脂１００重量部に対して染料または顔料を０．１ないし３重量部
で含み得る。このような粘着剤層は、前記粘着剤層と表面処理層の総透過率Ｔを効果的に
示すことができる。本明細書において、重量部は、各成分間の重量の割合を意味し得る。
【００２８】
　前記粘着剤層は、帯電防止剤をさらに含み得る。帯電防止剤には、例えば、イオン性化
合物または金属塩を使用することができる。前記イオン性化合物には、例えば、帯電防止
剤として使用することができる公知の有機塩を使用することができる。前記金属塩には、
例えば、帯電防止剤として使用することができる公知のアルカリ金属塩またはアルカリ土
類金属塩を使用することができる。帯電防止剤をさらに含む場合、粘着剤層は、帯電防止
性能を持って静電気の発生などを減少させ得る。
【００２９】
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　前記表面処理層の反射率ＲＳは、０．５％ないし２％であり得る。前記表面処理層の反
射率ＲＳは、より具体的に、０．７％ないし１．８％または０．９％ないし１．６％であ
り得る。表面処理層の反射率ＲＳが前記範囲内である場合、外光による反射率を効果的に
減少させ得る。
【００３０】
　前記表面処理層は、例えば、反射防止層またはグレア防止層であり得る。前記表面処理
層は、５５０ｎｍ波長に対して約１．４以下の屈折率を示す低屈折率層を含み得る。前記
低屈折率層の屈折率の下限は、例えば、約１．２以上であり得、より具体的な屈折率の範
囲は、１．３１ないし１．３５であり得る。前記低屈折率層は、中空シリカを含有した光
硬化型アクリレートとフッ素系アクリレートを含み得る。このような表面処理層は、前記
反射率ＲＳを具現するのに有利である。前記表面処理層は、低屈折率層の一面にハードコ
ーティング層をさらに含み得る。
【００３１】
　本出願のディスプレイ装置は、外光の反射を減少して明暗比を改善し得る。これらのデ
ィスプレイ装置は、自発光ディスプレイ装置であるＯＬＥＤだけでなく、非自発光ディス
プレイ装置であるＬＣＤなどを含む様々なディスプレイ装置に適用し得、フレキシブルデ
ィスプレイ装置にも具現し得る。
【発明の効果】
【００３２】
　本出願は、外光の反射を減少して明暗比を改善したディスプレイ装置を提供し得る。こ
れらのディスプレイ装置は、自発光ディスプレイ装置であるＯＬＥＤだけでなく、非自発
光ディスプレイ装置であるＬＣＤなどを含む様々なディスプレイ装置に適用し得、フレキ
シブルディスプレイ装置にも具現し得る。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本出願のディスプレイ装置の模式図である。
【図２】パネルの波長に応じた反射率のグラフである。
【図３】表面処理層の波長に応じた反射率のグラフである。
【図４】実施例１の波長に応じた透過率及び反射率のグラフである。
【図５】実施例２の波長に応じた透過率及び反射率のグラフである。
【図６】実施例３の波長に応じた透過率及び反射率のグラフである。
【図７】実施例４の波長に応じた透過率及び反射率のグラフである。
【図８】実施例５の波長に応じた透過率及び反射率のグラフである。
【図９】比較例１ないし比較例３の波長に応じた透過率及び反射率のグラフである。
【図１０】反射率の測定値ＲＭと計算値ＲＣの比較グラフである。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　以下、本出願による実施例などを通じて前記ディスプレイ装置をより具体的に説明する
が、本出願の範囲が以下に制限されるものではない。
【００３５】
　１．透過率及び反射率の測定
【００３６】
　以下の実施例及び比較例において、波長に応じた透過率及び反射率は、ＵＶ－ＶＩＳ－
ＮＩＲ　Ｓｐｅｃｔｒｏｐｈｏｔｏｍｅｔｅｒ（Ｓｏｌｉｄｓｐｅｃ－３７００、Ｓｈｉ
ｍａｄｚｕ）を使用して製造会社のマニュアルに基づいて測定した。
【００３７】
　２．反射率ＲＣの計算
【００３８】
　以下の実施例及び比較例において、反射率ＲＣは、下記数学式１に基づいて計算した。
【００３９】



(8) JP 6595697 B2 2019.10.23

10

20

30

40

50

【数３】

【００４０】
　数学式１でＲＳは、５５０ｎｍ波長の光に対しての表面処理層の反射率（％）であり、
ＲＰは、５５０ｎｍ波長の光に対してのディスプレイパネルの反射率（％）であり、Ｔは
、５５０ｎｍ波長の光に対しての粘着剤層と表面処理層の総透過率（％）である。
【００４１】
　実施例及び比較例に使用されるパネル、粘着剤層及び表面処理層は、下記に基づいて準
備した。
【００４２】
　パネルＡないしＢ
【００４３】
　反応性スパッタリング法によって、厚さ８０ｎｍ（±２０ｎｍ）のＡｌＯ０．３Ｎ０．

８を反射防止層として非画素領域の上面に形成して５５０ｎｍ波長の光に対しての反射率
が１５．９５％である低反射パネル（パネルＡ）を準備した。
【００４４】
　パネル内の非画素領域の上面に反射防止層を形成しないようにして５５０ｎｍ波長の光
に対しての反射率が４２．６８％である高反射パネル（パネルＢ）を準備した。
【００４５】
　図２は、パネルＡないしＢの波長に応じた反射率のグラフである。
【００４６】
　粘着剤層Ａ
【００４７】
　粘着高分子溶液（Ａ）の製造
【００４８】
　窒素ガスが還流し、温度調節が容易になるように冷却装置を設置した１Ｌの反応器にｎ
－ブチルアクリレート（ＢＡ）及び２－ヒドロキシエチルアクリレート（２－ＨＥＡ）を
９９：１の重量の割合（ＢＡ：ＨＢＡ）で投入し、溶剤として酢酸エチルを投入した。続
いて、窒素ガスを１時間パージング（Ｐｕｒｇｉｎｇ）して酸素を除去し、反応開始剤（
ＡＩＢＮ；Ａｚｏｂｉｓｉｓｏｂｕｔｙｒｏｎｉｔｒｉｌｅ）を投入して約８時間反応さ
せた後、反応物を酢酸エチルで希釈して粘着高分子（Ａ）を製造した。前記粘着高分子（
Ａ）の重量平均分子量（Ｍｗ）は、約１８０万程度であった。
【００４９】
　粘着剤層Ａの製造
【００５０】
　前記製造された粘着高分子溶液（Ａ）にイオン性化合物（ＦＣ－４４００、３Ｍ社）を
粘着高分子溶液（Ａ）の固形分１００重量部対比約１重量部の割合で混合し、架橋剤とし
て、前記固形分１００重量部対比約０．０８３重量部のイソシアネート硬化剤（Ｔ－３９
Ｍ、Ｓｏｋｅｎ社）及び触媒（Ｄｉｂｕｔｙｌｔｉｎ　Ｄｉｌａｕｒａｔｅ、ＤＢＴＤＬ
）８ｐｐｍを溶剤（ＥＡｃ、Ｅｔｈｙｌ　Ａｃｅｔａｔｅ）で混合した。そして、染料と
して、前記固形分１００重量部対比約０．２２、０．１、０．１９、０．２３、０．０８
重量部の割合でＲｅｄ　Ｓ－Ａ２Ｇ、Ｙｅｌｌｏｗ　Ｓ－ＢＹ、Ｖｉｏｌｅｔ　Ｖ－ＩＲ
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Ｓ、Ｒｅｄ　Ｓ－３Ｇ、Ｇｒｅｅｎ　Ｓ－６Ｇ（イェダムケミカル社）を混合して架橋性
組成物を製造した。製造された架橋性組成物を離型処理されたＰＥＴ（Ｐｏｌｙ（Ｅｔｈ
ｙｌｅｎｅｔｅｒｅｐｈｔｈａｌａｔｅ）（ＭＲＦ－３８、ミツビス（製））フィルムの
離型処理面にコーティングし、温度１００度以上、時間２分以上で乾燥させて粘着剤層Ａ
を製造した。
【００５１】
　粘着剤層Ｂ
【００５２】
　染料として、粘着高分子溶液（Ａ）の固形分１００重量部対比約０．１、０．０５、０
．０９、０．１１、０．０４重量部の割合でＲｅｄ　Ｓ－Ａ２Ｇ、Ｙｅｌｌｏｗ　Ｓ－Ｂ
Ｙ、Ｖｉｏｌｅｔ　Ｖ－ＩＲＳ、Ｒｅｄ　Ｓ－３Ｇ、Ｇｒｅｅｎ　Ｓ－６Ｇ（イェダムケ
ミカル社）の混合物を使用したことを除いては、粘着剤層Ａの製造と同一の方式で粘着剤
層Ｂを準備した。
【００５３】
　粘着剤層Ｃ
【００５４】
　染料として、粘着高分子溶液（Ａ）の固形分１００重量部対比約０．１７、０．０７、
０．１４、０．１７、０．０６重量部の割合でＲｅｄ　Ｓ－Ａ２Ｇ、Ｙｅｌｌｏｗ　Ｓ－
ＢＹ、Ｖｉｏｌｅｔ　Ｖ－ＩＲＳ、Ｒｅｄ　Ｓ－３Ｇ、Ｇｒｅｅｎ　Ｓ－６Ｇ（イェダム
ケミカル社）の混合物を使用したことを除いては、粘着剤層Ａの製造と同一の方式で粘着
剤層Ｃを準備した。
【００５５】
　粘着剤層Ｄ
【００５６】
　染料として、粘着高分子溶液（Ａ）の固形分１００重量部対比約０．２８、０．１２、
０．２４、０．２９、０．１１重量部の割合でＲｅｄ　Ｓ－Ａ２Ｇ、Ｙｅｌｌｏｗ　Ｓ－
ＢＹ、Ｖｉｏｌｅｔ　Ｖ－ＩＲＳ、Ｒｅｄ　Ｓ－３Ｇ、Ｇｒｅｅｎ　Ｓ－６Ｇ（イェダム
ケミカル社）の混合物を使用したことを除いては、粘着剤層Ａの製造と同一の方式で粘着
剤層Ｄを準備した。
【００５７】
　粘着剤層Ｅ
【００５８】
　染料として、粘着高分子溶液（Ａ）の固形分１００重量部対比約０．１７、０．０７、
０．１４、０．１７、０．０６重量部の割合でＲｅｄ　Ｓ－Ａ２Ｇ、Ｙｅｌｌｏｗ　Ｓ－
ＢＹ、Ｖｉｏｌｅｔ　Ｖ－ＩＲＳ、Ｒｅｄ　Ｓ－３Ｇ、Ｇｒｅｅｎ　Ｓ－６Ｇ（イェダム
ケミカル社）の混合物を使用したことを除いては、粘着剤層Ａの製造と同一の方式で粘着
剤層Ｅを準備した。
【００５９】
　粘着剤層Ｆ
【００６０】
　染料を使用していないことを除いては、粘着剤層Ａの製造と同一の方式で粘着剤層Ｆを
準備した。
【００６１】
　表面処理層ＡないしＢ
【００６２】
　ＴＡＣフィルムの上面にＫＹＯＥＩＳＨＡ社の染タイプの帯電防止ハードコーティング
液（固形分５０重量％、製品名：ＬＪＤ－１０００）を＃１０ｍａｙｅｒ　ｂａｒでコー
ティングし、９０℃で１分乾燥した以後、１５０ｍＪ／ｃｍ２の紫外線を照射して約５な
いし６μｍの厚さを有するハードコーティングフィルムを製造した。製造されたフィルム
の上面に、中空シリカをそれぞれ６０重量％と４０重量％含有した光硬化型アクリレート
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とフッ素系アクリレートで製造された５５０ｎｍでの屈折率が約１．３３程度である低屈
折率層をコーティングした反射防止層を介して５５０ｎｍ波長の光に対しての反射率が０
．８９％である表面処理層Ａと１．１４％である表面処理層Ｂを準備した。
【００６３】
　ＴＡＣフィルムの上面に表面処理層を形成しない場合、５５０ｎｍ波長の光に対しての
反射率は、４．０５％である。
【００６４】
　図３は、表面処理層ＡないしＢ及び表面処理層を遂行しない場合の波長に応じた反射率
のグラフである。
【００６５】
　［実施例１］
【００６６】
　低反射パネル（パネルＡ）の上面に、粘着剤層Ａと表面処理層Ａが合紙されたフィルム
の粘着剤面をパネルとラミネートしてディスプレイ装置を製造した。
【００６７】
　［実施例２ないし５及び比較例１ないし３］
【００６８】
　パネル、粘着剤層及び表面処理層を下記の表１のように変更したことを除いては、実施
例１と同一の方式で実施例２ないし５及び比較例１ないし３を製造した。
【００６９】
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【表１】

【００７０】
　実施例１ないし５及び比較例１ないし３の物性（ＲＳ、ＲＰ、Ｔ、ＲＭ及びＲＣ）を表
２に記載した。図４ないし図８は、それぞれ実施例１ないし５の波長に応じた透過率及び
反射率のグラフである。図９は、比較例１ないし比較例３の波長に応じた透過率及び反射
率のグラフである。図１０は、反射率の測定値ＲＭと計算値ＲＣの比較グラフである。
【００７１】
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【表２】

【００７２】
　［表２符号説明］
　ＲＳ：表面処理層の５５０ｎｍ波長の光に対しての反射率（％）
　ＲＰ：ディスプレイパネルの５５０ｎｍ波長の光に対しての反射率（％）
　Ｔ：粘着剤層と表面処理層の５５０ｎｍ波長の光に対しての総透過率（％）
　ＲＭ：ディスプレイ装置の５５０ｎｍ波長の光に対しての反射率（％）
　ＲＣ：数学式１で計算される反射率（％）
【符号の説明】
【００７３】
　１０１：ディスプレイパネル
　１０２：粘着剤層
　１０３：表面処理層
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